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言葉を好んで多用してきた 一三年白書でも毛の言葉を復活させてまで言及していることは、軍事指導者としての権威 という同じロジック 理解することができる。　
それは、総書記就任と同時に党








































































































































































時就任したことが、習の軍事的指導上のリーダーシップ発揮に有利かどうか。軍事ドクトリンを変更させるまでには至らず、直接的な有利性をみいだすことは難しい。確かに、胡軍事指導体制からの変更はいくつかみられる しかしそれが、軍の存在感、発言権を高めたいという軍の動きによるも であって、習のリーダーシップによるものとは考えにくい。それは、習が軍事思想工作を最優先していることに うかがわれる。習軍事指
導
体
制
に
お
け
る
習
の
リ
ー
ダ
ー
確立途上の習近平軍事指導体制 ―2013年国防白書と「強軍目標」の提起―
68アジ研ワールド・トレンド No.219 （2013. 12／2014. 1）
シップ発揮には今しばらく時間が必要である。　
他方、政治リーダーとしての権
威を確立するうえで、同時就任の有利性をうまく利用している側面はみられる。習は二〇一三年六月か
ら「
党
の
大
衆
路
線
教
育
実
践
運
動」という政治キャンペーンを指示している。党中央軍事委委員会は七月七〜八日にいち早く「専門民主生活会」と題する 学習会を開催し、キャンペーン展開の模範
例
を
示
し
た（
『
人
民
日
報
』
二
〇
一
三
年
七
月
九
日
）。
こ
れ
は、
軍
に
とっても、習の求心力を高めることに寄与することで、発言力を高め、国防費の増額などの実益 得ることにつながる［茅原・美根二〇
一
二：
一
八
七
―
一
九
四
］。
た
だ
しこのことが 習の軍事指導力強化につながるのかどうかは、今後の推移をみなければならない。（さ
さ
き
　
の
り
ひ
ろ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究所
　
東アジア研究グループ）
《注》⑴
 日
本
語
訳
は、
ラ
ヂ
オ
プ
レ
ス
編
『
旬
刊
中
国
内
外
動
向
』
二
〇
一
三
年第三七巻第一四号を参考にした。
⑵
 主
に、
平
松［
一
九
九
九
］、
浅
野
［二〇〇七］
、茅原・美根［二〇
一
二
］、
毛
利［
二
〇
一
三
］
を
参
考にした。
⑶
 これら武装警察部隊のシステムについては、二〇〇九年八月に公布、施行された「人民武装警察
法
」、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
国
防
白書では言及さ いない
⑷
 習軍事指導体制の人事分析は阿部［二〇一三ｂ］を参照せよ。
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野
亮［
二
〇
〇
七
］「
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
の
変
容
と
展
開
」
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井
友
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国
　
安
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部
純
一［
二
〇
一
三
ａ
］「
様
変
わりした中国「国防白書」の注目点」
：なぜ「核の先制不使用」
を
言
わ
な
か
っ
た
の
か
」
IB
-
P
ress 、
二
〇
一
三
年
四
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二
九
日
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開（
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jp/articles/-/3
7
6
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9
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三
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］「
軍
権
の
掌
握めざす習近平の戦略と課題」大
西
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雄
編『
習
近
平
政
権
の
中
国』日本貿易振興機構アジア経済研究所、二〇一三年、八三―一一一ページ。
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生
・
美
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樹
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一
二
］
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軍事外交篇』
朝日新聞出版、二〇一二年。
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松
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雄［
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中
国
の
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利
亜
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二
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一
三
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胡
錦
濤
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研
究
報
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